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和木中学校グラウンド 日 

　

10
月
30
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ

イ
ン
会
場
に
「
第
25
回
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
前
で
花

の
苗
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
雨
に
も
関

わ
ら
ず
多
く
の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、
用

意
さ
れ
た
苗
は
あ
っ
と
い
う
間
に
配
布
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
は
、
よ
し
も

と
住
み
ま
す
芸
人
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
」
の

お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
荒
木
巴
の
大
道
芸
、

「
Ｉ
Ｋ
Ｂ
48
」
に
よ
る
が
ん
検
診
啓
発
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
歌
っ
て
踊
る
「
わ
き
愛
キ
ッ

ズ
シ
ョ
ー
」
な
ど
。
ま
た
、
午
前
と
午
後

の
２
回
行
わ
れ
た
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゼ
シ
ョ
ー
」
で
は
、
雨
の
中
、
ど

ち
ら
の
回
も
ス
テ
ー
ジ
前
に
大
勢
の
ち

び
っ
子
が
集
ま
り
、
夢
中
に
な
っ
て

シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

美
術
館
の
文
化
祭
「
展
示
会
」で
は
、

裏
千
家
淡
交
会
に
よ
る
お
茶
席
が
用
意
さ

れ
、
入
場
者
に
抹
茶
と
茶
菓
子
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
福
祉
バ
ザ
ー
や
飲

食
店
な
ど
の
出
店
の
ほ
か
、
輪
投
げ
や

ダ
ー
ツ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
し
た
。

　

例
年
大
人
気
の
姉
妹
都
市
北
海
道
恵
庭

市
か
ら
の
産
直
バ
ザ
ー
で
は
、
新
鮮
な

じ
ゃ
が
い
も
や
新
巻
鮭
、
毛
ガ
ニ
な
ど
が

並
べ
ら
れ
、
販
売
開
始
後
、
あ
っ
と
い
う

間
に
商
品
が
売
れ
て
い
き
、
相
変
わ
ら
ず

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

オープニングセレモニー 

花の苗配布 

わき愛キッズショー

1 
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2011

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
締
め
く
く
り
は
、

お
楽
し
み
の
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
。
豪
華
賞

品
が
並
ん
だ
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
古
木
町
長

や
藤
川
実
行
委
員
長
ら
に
よ
り
抽
選
が
行

わ
れ
、
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
と
会
場
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

餅
ま
き
は
、
悪
天
候
の
た
め
、
ス
テ
ー

ジ
上
か
ら
順
番
に
お
餅
を
手
渡
し
で
配
る

形
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
功
を

祝
し
て
万
歳
三
唱
を
行
い
、
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

　

雨
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
急
き
ょ
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
日
を
楽
し
み
に
町
内
外
か
ら
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
や
ス
テ
ー
ジ

で
催
し
を
披
露
す
る
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、

多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

仮面ライダーフォーゼショー

IKB48〜
がん検診キャンペーン〜

ゲームコーナー

第25回

北海道産直バザー

1



ま
ち
の
話
題

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
12
日
、
13
日
に
岩
国
地
域
を
中
心
に

県
境
地
域
各
地
に
お
い
て
、「
ル
ー
ラ
ル
・

県
境
・
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
各
地
域
の
朝
市
等
が

連
携
し
一
斉
開
催
す
る
も
の
で
、
多
彩
で
新

鮮
な
地
域
農
産
物
の
販
売
や
、
ふ
れ
あ
い
施

設
で
の
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
、
手
作
り

の
交
流
体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を

進
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
、
12
日
に
和
木
駅
で
和
木
町

生
改
連
、
和
木
町
林
業
研
究
会
、Ｊ
Ａ
和
木

支
所
女
性
部
の
皆
さ
ま
が
出
店
し
た
朝
市
が

行
わ
れ
、
新
鮮
な
野
菜
、
花
、
農
産
加
工
品

が
販
売
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

増 井 敬 治 さん

　１２月１１日㈰に和木町総合防災訓練を実施します。地震および津波を想定し、避難訓練、
負傷者救出訓練等を行います。訓練は自由に見学できますので、ぜひお越しください。

荒天により中止の場合は、７時に防災無線で放送します。
問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６） 

≪開催日時≫１２月１１日㈰　９時～ 　
※少雨決行

≪開催場所≫蜂ヶ峯総合公園グラウンド

和木町総合防災訓練実施のお知らせ和木町総合防災訓練実施のお知らせ和木町総合防災訓練実施のお知らせ

ま
ち
の
話
題

増
井
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

　

増
井
敬
治
さ
ん
（
和
木
２
丁
目
）
が
多
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
対
し
、栄
え
あ
る
叙
勲
の
栄
に
輝
き
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
井
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
に
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
に
就
任
以
来
28
年
、
平
成
14
年
か

ら
は
５
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
増
井
さ

ん
は
、卓
越
し
た
見
識
と
指
導
力
を
発
揮
し
、

選
挙
の
公
正
な
執
行
と
啓
発
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

増
井
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の
ご
支
持
や
ご

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
い
た
だ
け
た
も
の

で
あ
り
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
」
と
受
章

の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

　

11
月
16
日
、
山
口
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
61
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
永
年
に
わ
た
る
ご
功
績

が
認
め
ら
れ
、
次
の
方
々
が
社
会
福
祉
事
業

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
町
の
福
祉
の
向
上
に
ま
す
ま
す
の
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
敬
称
略
）

村
重
瀧
男
　　

（
瀬
田
２
丁
目
）

森
田
眞
須
美
（
和
木
１
丁
目
）

岡
崎
ひ
ろ
み
（
和
木
５
丁
目
）

佐
藤
繁
代
　　

（
瀬
田
３
丁
目
）

西
田
敏
子
　　

（
関
ケ
浜
１
丁
目
）

牧
島
許
子
　　

（
和
木
３
丁
目
）

山
口
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
長
表
彰

模
範
障
害
者
表
彰
（
敬
称
略
）

村
中
利
昭
　　

（
和
木
１
丁
目
）

3
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ま
ち
の
話
題

和
木
中
２
年
生　
職
場
体
験
学
習

　

11
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
、
和

木
町
内
及
び
近
隣
で
和
木
中
学
校
２
年
生
の

全
生
徒
が
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
学
習
は
、「
職
場
体
験
を
通
し
て
、

職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
人
々

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る
人
間

関
係
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
は
、
１
名
の
生
徒
が
体
験
学
習
に

訪
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
の
作
業
や
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
、

保
健
福
祉
課
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
転
ば
ぬ
先
の
ち
え
教
室
」
で
高
齢
者

の
方
と
一
緒
に
体
操
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
画
総
務
課
で
は
、
各
職
場
で
頑
張

ま
ち
の
話
題

山
口
二
科
写
真
展
で
入
賞

　

10
月
23
日
、
下
松
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第
48
回
二
科
会
写
真
部
山

口
支
部
公
募
展
」
で
、
次
の
３
名
の
方
々
の

作
品
が
入
賞
・
入
選
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
ン
ド
賞
・
下
松
市
教
育
長
賞

　

依
田
一
司
さ
ん
「
ブ
ル
ー
・
フ
ラ
ワ
ー
」

フ
ォ
ト
み
や
は
ら
賞

　

藤
本
真
由
美
さ
ん
「
雪
解
け
模
様
」

入
選

　

佐
伯
茂
樹
さ
ん
「
に
げ
ろ
」

　

な
お
、
入
賞
・
入
選
作
品
は
和
木
美
術
館

に
お
い
て
、
平
成
24
年
１
月
13
日
㈮
か
ら
15

日
㈰
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

11
月
１
日
、
高
﨑
マ
サ
コ
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
﨑
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分

に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

10
月
30
日
、
中
学
校
体
育
館
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
教

諭
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
エ
ミ
リ
ー
先
生

が
企
画
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
装
し
た
小
学
生
が
次
々
と
訪
れ
、
記
念

撮
影
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
お
ば
け
や
し
き

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

っ
て
い
る
同
級
生
を
取
材
し
た
り
、
自
身
で

撮
影
し
た
写
真
を
使
っ
て
文
字
放
送
を
作
成

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
和
木
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
放
送
す
る
ビ
デ
オ
の
編
集
作
業
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
様
々
な
事
務

作
業
を
し
た
り
、
町
内
の
各
施
設
を
見
学
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
の
体
験
学
習
を
終
え
た
魏
馥
彤
さ

ん
は
「
３
日
間
、役
場
の
仕
事
を
体
験
し
て
、

役
場
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

和木郵便局へ取材に行きました（撮影：魏馥彤さん）

文字放送を作成中

「ブルー・フラワー」
（依田一司さん）

高﨑マサコ さん

WAKIHALLOWEENコスプレコンテスト



式典のようす

杉 本 光 江 さん 馬場豊寿悠 さん

童謡・唱歌を歌う会「赤とんぼ」

　

11
月
11
日
、
文
化
会
館
で
「
第
22
回
教
師

の
日
」
の
記
念
式
典
が
、
小
・
中
学
生
や
教

職
員
、
町
内
教
育
関
係
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約

５
０
０
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

教
師
の
日
は
、「
尊
師
親
愛
生
」（
子
は
師
・

親
を
敬
い
感
謝
し
、
師
は
子
を
讃
え
、
親
は

師
を
敬
い
、
子
を
慈
し
む
こ
と
）
の
精
神
に

基
づ
く
教
育
風
土
の
醸
成
を
目
的
に
平
成
２

年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
和
木
町
教
育
委
員
会
表
彰
規

則
に
基
づ
き
、
各
種
の
教
育
分
野
に
お
い
て

功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
教
育
委
員
会

表
彰
、
教
育
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、「
緑
の
風
学
習
発
表
会
」
と

題
し
て
、
和
木
中
３
年
の
代
表
者
８
名
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
報
告
会
、
和
木
中
２
年
の

李
欣
雨
さ
ん
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
、
幼
稚
園
年

長
児
、
小
６
児
童
、
中
３
（
１
組
）
生
徒
に

よ
る
合
唱
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
ビ
リ
ー

ブ
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
、
心
地
よ
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　

野
村
将
太
　
　

（
和
木
小
６
年
）

　

山
本
拳
士
朗
　

（
和
木
中
１
年
）

　

青
木
望
奈
　
　

（
和
木
中
３
年
）

■
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　

村
中
瑠
莉
　
　

（
和
木
小
３
年
）

　

川
野
陵
弥
　
　

（
和
木
小
６
年
）

　

一
本
木
萌
　
　

（
和
木
中
３
年
）

　

末
岡
美
央
　
　
　

（
高
校
１
年
）

5

ま
ち
の
話
題

和
木
町
文
化
祭
閉
幕

　

和
木
町
文
化
協
会
で
は
、
10
月
13
日
か
ら

11
月
13
日
ま
で
、
５
週
間
に
わ
た
り
、
美
術

館
で
書
道
、
生
け
花
、
絵
画
、
写
真
、
茶
席

な
ど
20
の
個
人
・
団
体
の
作
品
の
「
展
示
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
延
べ
１
，
２
３

５
人
の
方
が
来
館
さ
れ
、
文
化
協
会
員
の
力

作
、
秀
作
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
６
日
に
行
わ
れ
た
「
芸
能
祭
」

で
は
、
20
団
体
、
２
４
０
人
の
出
演
者
と
関

係
者
が
力
を
合
わ
せ
、
日
頃
の
稽
古
、
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
約
３
０
０
人
の

来
場
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
、
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。
出
演
者
は
大
変
心
強
く
、
気
持

ち
良
く
演
技
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

尊
師
親
愛
生
の
精
神
を
礎
に　
「
教
師
の
日
」
開
催

　

芸
能
祭
前
の
文
化
祭
式
典
に
お
い
て
は
、

地
道
に
伝
統
あ
る
民
踊
活
動
に
精
進
さ
れ
、

か
つ
和
木
町
民
踊
部
の
皆
さ
ん
の
指
導
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
馬
場
豊
寿
悠
（
ば
ば 

ほ
う
じ
ゅ
ゆ
う
）
さ
ん
に
文
化
功
労
賞
を

授
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
指
導
、

童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」
の

指
導
に
励
ん
で
来
ら
れ
た
杉
本
光
江
さ
ん

に
文
化
奨
励
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
多
年
に
わ
た
り
、
和
木
町

文
化
協
会
会
員
と
し
て
、
文
化
の
向
上
、

発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
益
々
、
お
元
気
に
そ
の
道
を
進
ま
れ
、

か
つ
後
進
の
指
導
に
も
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
栄
え
あ
る
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
和
木
町
文
化
協
会
）

表彰された皆さん



町営山の手住宅
入居者募集

入居募集住宅概要
■住　　所　和木２丁目２番２号　山の手第２棟（１階）
■構　　造　鉄筋コンクリート造　３階建
■募集戸数　１戸
■間 取 り　３ＤＫ（69.4 ㎡）
■家 賃 額　26,000 円～51,100 円（所得により決定）
■共 益 費　約 2,000 円
■駐 車 場　１台

■抽選会　≪日時≫平成２４年１月３１日㈫　１４時～　≪場所≫役場３階会議室
申込資格　
　　現に自ら居住するために住宅を必要とする方（住宅に困窮している方）
　　現に同居し、または同居しようとする親族のある方
　　入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基準の範囲内にある方
　　　（例）給与所得者１名で扶養家族が３名の場合、当該世帯全員の所得の合計が、３，０３６，０００円

以内であれば収入基準範囲内です。（小学校未就学前の子どもがいる世帯や、心身に障害のある方
がいる世帯等は、収入基準が緩和される場合があります。詳しくはお問合せください。）

　　原則として、町内に居住する連帯保証人２名が必要です。
　　現在、公営住宅に居住していない方（県営、他市町村営住宅含む）
　　地方税等の滞納がない方（入居者全員）
入居可能日　平成２４年２月～
提出書類　入居申込書、所得証明書（和木町役場で取得する場合は課税証明書）、納税証明書、住民票等
入居者決定方法　入居申込者数が募集戸数を上回った場合、入居資格を有する申込者の中から公開抽選により
入居者を決定します。
申込み・問合せ　都市建設課　住宅係（☎５２－２１９７）

（1）
（2）
（3）

（4）
（5）
（6）

町営山の手住宅
入居者募集
町営山の手住宅
入居者募集

　１０月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象とな
る方かどうか審査しますので、これまで受け取っていた方も含め、
対象のお子さんを持つ全ての方は役場住民サービス課窓口へ申請
をしてください。
※公務員の方は勤務先へ申請してください。
　子ども手当を受給者の皆さんにスムーズにお支払いするため、
申請は平成２３年１２月２８日までにしていただきますよう、ご
理解とご協力をお願いします。
※国の基準では、原則として、平成２４年３月末までに申請をす
れば、１０月分からの手当を受けとることができます。

　子どもたちが「危
険」と感じたときや
「不安」と思った時に
助けを求めることが
できる「子ども１１
０番の家」の取り組
みに多くの個人の方
や事業所にご登録を
いただいています。
　教育委員会では、随時、募集をしており
ますので、通学・通園路や子どもの遊び場
付近の方々にご協力をお願いします。
　また、「子ども１１０番の家」には、町
のシンボルマーク及びはちのイラストを描
いた“のぼり”や“吊り旗”が玄関先など
に掲示してありますので、ぜひ、親子で確
認してください。
問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

「子ども１１０番の家」ご協力のお願い 中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ
　子ども手当を受け取るためには、これまで手当を
受け取っていた方も含め、全ての方の申請が必要です。

※これまで子ども手当を受給されていた方には、申請書を送付しています。

申請は１２月末までにお願いします !!

 詳しくは役場住民サービス課こども担当室までお問合せください。
（☎５２－２１９４　内線２０７）

≪受付期間≫
平成24年1月10日㈫
　　　 　　～23日㈪
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405

平
成
24
年

日
　
時
▼
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

場
　
所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
日
程
】

　

10
時
30
分　

受
付
開
始

　

11
時　
　
　

式
典
・
記
念
撮
影

　

12
時　
　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

13
時　
　
　

終
了
予
定

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

　

11
月
13
日
、
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
町
子
連
（
吉
田
浅
美
会
長
）
主
催
の

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
、
河
村
教
育
長
、

小
学
校
の
重
岡
校
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
（
約
1
3
0
名
）
を
代
表
し
て
、

横
山
拓
矢
く
ん
、
井
原
奈
緒
さ
ん
の
元
気

な
選
手
宣
誓
の
後
、
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
チ
ー
ム
全
力
を
出
し
切
っ
て
対
戦
し
、

ボ
ー
ル
を
投
げ
込
む
た
び
に
大
き
な
歓
声

が
あ
が
る
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
文

化
会
館
に
て
、
青

少
年
問
題
協
議
会

（
古
木
哲
夫
会

長
）
が
開
催
さ
れ
、

公
園
で
の
ボ
ー
ル

あ
そ
び
を
は
じ
め
、

青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
わ
る
地
域

の
課
題
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
後
の
研
修
会
で
は
「
子
ど
も
の
健

全
育
成
と
地
域
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

チ
カ
ラ
」
と
題
し
山
口
大
学
教
育
学
部
の
霜

川
正
幸
准
教
授
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
富
な
ご
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
説
得
力

の
あ
る
お
話
で
あ
り
、「
青
少
年
健
全
育

成
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　和木町交通安全母の会（和木町婦人会・
西田敏子会長）では、毎年、町内に居住さ
れる高齢者の方々を訪問し、交通事故防止
の啓発活動を行っています。
　11月９日、中支部（村上敏子支部長）で
は、福森成美さん、洋子さん宅を訪問しま
した。啓発用のチラシ及び標語入りトイ
レットペー
パーなどを手
渡すとともに、
交通安全の呼
びかけを行い
ました。

　

10
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
町
子
連

（
吉
田
浅
美
会
長
）
模
擬

店
で
小
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
生
改
連

（
西
﨑
節
子
会
長
）
模
擬

店
で
も
子
ど
も
た
ち
が
販

売
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
「
未

来
に
輝
く
た
く
ま
し
い
和

木
っ
子
」
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
地
域
に
関
わ
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　
　
　
　
販
売
体
験
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今村友紀著

原田マハ著

夢枕獏著

恩田陸著

勝山海百合著

有川浩著

帚木蓬生著

麻生幾著

堂場瞬一著

今野敏著

もとしたいずみ作　山本孝絵

三田村信行著　大沢幸子絵

あきやまただし作・絵

ルーネン・ヨンソン作　石渡利康訳

ジョン・クラッセン作・絵　長谷川義史訳

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜一般書＞
『クリスタル・ヴァリーに降りそそぐ灰』

『永遠をさがしに』

『翁　OKINAWA　秘帖・源氏物語』

『夢違（ゆめちがい）』

『さざなみの国』

『ヒア・カムズ・ザ・サン』

『蛍の航跡　軍医たちの黙示録』

『外事警察　CODE：ジャスミン』

『ヒート』

『防波堤』

＜児童書・絵本＞

『がっこういこうぜ！』

『めいたんていポアロン　名画のひみつを追え！』

『あひるのたまごねえちゃん』

『ビッケと空とぶバイキング船』

『どこいったん』

12月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
104

11
18

12
19
26 27 28 29 30 31

7
14

22 23 24
25

21
17

5

『
に
じ
い
ろ
の
し
ま
う
ま
』

『
よ
う
か
い
が
ま
と
の
』

『
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
』

『
ね
こ
の
根
子
さ
ん
』

『
う
さ
ぎ
の
は
な
た
ば
』

『
り
ょ
う
り
を
し
て
は
い
け
な
い
な
べ
』

『
ポ
ッ
チ
の
か
ん
が
え
て
る
こ
と
』

『
つ
る
ば
ら
村
の
洋
服
屋
さ
ん
』

『
コ
ン
テ
ナ
く
ん
』

『
テ
ィ
モ
シ
ー
と
サ
ラ

て
づ
く
り
ケ
ー
キ
コ
ン
テ
ス
ト
』

『
お
た
す
け
こ
び
と
』

『
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
』

『
パ
ン
サ
ー
カ
メ
レ
オ
ン
』

『
み
ん
な
の
こ
び
と
』

『
ね
む
い
ね
む
い
ち
い
さ
な
ラ
イ
オ
ン
』

『
ク
ジ
ラ
と
海
と
ぼ
く
』

金
賞

藤
野
実
来　

（
４
歳
）

山
近
隼
士　

（
６
歳
）

山
口
秀
二　

（
３
年
）

山
本
梨
聖　

（
５
年
）

銀
賞

山
近
莉
央　

（
４
歳
）

岡
本
唯
瑠
夢
（
６
歳
）

山
本
優
一
郎
（
１
年
）

児
玉
奈
央　

（
５
年
）

銅
賞

大
嶌
琉
希　

（
３
歳
）

相
川
佳
穂　

（
４
歳
）

川
原
快
琉　

（
５
歳
）

相
川
尚
輝　

（
６
歳
）

佐
藤　

翔　

（
３
年
）

満
井
青
空　

（
３
年
）

横
山
成
矢　

（
４
年
）

坂
井
春
輝　

（
６
年
）

（
敬
称
略
）

日
　
時
▼
12
月
18
日
㈰　

10
時
〜
11
時

　
　
　
　

お
は
な
し
会
サ
ー
ク
ル『
ゆ
び
と
ま
』

対
象
者
▼
幼
児
・
小
学
生

場
　
所
▼
図
書
館
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
▼
図
書
館
（
☎
54
ー
０
２
２
２
）
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　町内の満６５歳以上の方を対象に、インフルエ
ンザ予防接種を実施します。

実施期間　平成２４年２月２９日㈬まで

実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事
前に保健相談センターにお問合せください。

対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希
望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓また
は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度
の障害のある人、またはヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活が不可能な程度の障
害のある人は接種できます。

自己負担額　１，０５０円
　　　　　　（但し、生活保護受給者は無料）

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

9

　

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
多
い
た
め
、
揚
げ
も
の
や
甘
い
も

の
な
ど
の
高
カ
ロ
リ
ー
な
も
の
を
食
べ
る
機

会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寒
く
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
お
っ
く
う
で
活
動
量
が
低
下

す
る
、な
ど
何
か
と
太
り
や
す
い
時
期
で
す
。

寒
さ
か
ら
か
ら
だ
を
ま
も
る
た
め
、
体
温
の

保
持
に
必
要
な
脂
肪
を
蓄
え
る
は
た
ら
き
に

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
す
。
食
事
時
間
や
か

ら
だ
を
あ
た
た
め
る
こ
と
を
意
識
し
、
冬
場

の
体
重
増
加
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
食
事
時
間

　

夜
遅
く
に
食
べ
る
と
太
り
や
す
い
、
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
、
同
じ
だ
け
の
食

事
を
し
て
も
朝
食
や
昼
食
に
比
べ
る
と
、
夕

食
の
ほ
う
が
皮
下
脂
肪
と
し
て
多
く
蓄
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
呼
ば

れ
る
物
質
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
昼
間
は
、

糖
質
と
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
ま

す
が
、
夕
方
か
ら
は
昼
間
の
働
き
に
合
わ
せ

て
脂
肪
を
蓄
積
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
夕
食
で
摂
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
寝
て

い
る
間
と
翌
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
脂
肪

の
か
た
ち
で
蓄
え
る
た
め
で
す
。
夕
食
で
は

脂
肪
を
減
ら
し
た
食
事
に
し
て
朝
食
・
昼
食

で
脂
肪
を
摂
っ
た
ほ
う
が
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
効
果
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
日
以
外
は
、
そ
の
よ
う
に
気
を
つ
け

ら
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

●
か
ら
だ
を
あ
た
た
め
る

　

脂
肪
分
解
酵
素
の
リ
パ
ー
ゼ
は
、
体
温
が

低
い
と
元
気
に
働
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
か
ら

だ
を
あ
た
た
め
る
こ
と
は
リ
パ
ー
ゼ
の
働
き

を
助
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
温

か
い
料
理
法
で
食
べ
る
、
湯
船
に
つ
か
り

ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
、
な
ど
も
有
効
で
す
。

高齢者インフルエンザ予防接種
　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と
高校３年生を対象に、インフルエンザ予防接種の費
用を助成します。

接種期間　平成２４年２月２９日㈬まで

指定医療機関　木村医院・中村クリニック

対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校
３年生の希望者

助成回数　１人１回まで
※予診のみの場合は対象となりません。
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請
書に必要事項を記入し、接種券の交付を受けてく
ださい。申請時、印かんが必要です。
【注意事項】任意予防接種になるため、予防接種

法による健康被害救済制度の適応は
ありません。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種

冬
太
り
対
策

　子どもたちの中には障害などで特別な支援
を必要とする子がいます。親はもちろん子ど
も自身も辛い状況ですが、ちょっとした工夫
で困っている部分を減らすことができます。
早めに相談機関に相談してください。

（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～
「ひとりで悩まないで」



　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送してい
ます。ご覧ください。

●作り方
①下準備
鮭…塩・こしょうで下味をつける。
キャベツ…太めのせん切り。
エリンギ…長さ半分にして薄切り。
ピーマン…１つを８等分にする。
②ホイルに包む
ホイルにサラダ油を薄く塗り、キャベツを敷き、鮭
をのせる。
鮭にマヨネーズを塗り、チーズをのせる。
エリンギ、ピーマンをのせてふんわりと閉じる。
③オーブンで焼く
２００℃のオーブンで２０分焼く。
器に盛り、レモンを添える。

（１人分エネルギー１６４キロカロリー）

ボリュームがあり、野菜、きのこ類がたくさん
摂れて大変おいしい一品です。

（和木町食生活改善推進協議会　１班）

鮭……………………4切れ
塩…………………小さじ2/3
こしょう………………少々
キャベツ………………80g
エリンギ………………100g
ピーマン…………………2個

サラダ油…………小さじ1
マヨネーズ………大さじ2
スライスチーズ………4枚
レモン……………1/2個
アルミホイル
        …………20㎝×4

鮭のチーズマヨ焼き　　　（材料４人分）

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

元気アップ教室★

プレイルーム

すくすく計測相談会

プレイルーム

妊婦さんのつどい★

プレイルーム

赤ちゃんのつどい★

10：00～ 11：30

10：00～ 15：00

13：30～ 14：30

10：00～ 15：00

10：00～ 12：00

10：00～ 15：00

 9：30～ 11：30

保健相談センター

12月16日㈮

22日㈭

1月 5日㈭

12日㈭

13日㈮

　★は申込みが必要です。

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方

乳児とその保護者の方

元気アップ教室
●ヨガ
日　時　１２月１６日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『ゆったりヨガ』
準　備　タオル・お茶
申込み　１２月１４日㈬まで
　　　　※先着１５名で締め切ります。
会場・問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

（12月16日～1月15日）

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみま
しょう。受け忘れている予防接種がある場合はお子さ
んの体調が良い時に早めに医療機関で受けられること
をお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や
麻しん風しん予防接種（第２・３・４期）は受けまし
たか？実施期間は３月末までですが、少しでも早く免
疫を獲得し、お子さんと町の健康づくり、感染症予防
のために、冬休みなどを利用して２月までに受けられ
ることをお勧めします。期間を過ぎた場合、有料にな
りますのでご注意ください。

二種混合

麻しん風しん
（第２期）

〃
（第３期）

〃
（第４期）

小学６年生
（平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれ）
年長児
（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）
中学１年生
（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）
高校３年生
（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ）

受け忘れている
　　予防接種はありませんか？

平成２３年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
15
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼

児
を
持
つ
保
護
者

日　

時
▼
平
成
24
年
１
月
24
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用
保
険
が
受

給
で
き
な
い
求
職
者
の
方
が
、
職
業
訓
練
に

よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
再
就
職

を
目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

●「
求
職
者
支
援
訓
練
」
ま
た
は
「
公
共
職

業
訓
練
」
を
受
講
で
き
ま
す
。（
原
則
と

し
て
、
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

●
訓
練
期
間
中
及
び
訓
練
終
了
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
収
入
、
資
産
な
ど
の
一
定
要
件
を
満
た
す

方
に
、
訓
練
期
間
中
、「
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
」（
月
額
10
万
円
な
ど
）
を
支
給

精
神
保
健
相
談

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
63
回
人
権
週
間

生

改

連

朝

市

11

し
ま
す
。

　

詳
細
は
、左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

山
口
労
働
局
職
業
安
定
部
求
職
者
支
援
室

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
８
７
）

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

　

離
職
に
よ
っ
て
住
居
に
お
困
り
の
方
や
、

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
ず
（
ま
た
は
受
給
を

終
了
し
て
）
求
職
中
の
生
活
費
に
お
困
り
の

方
に
対
し
て
の
支
援
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
対
象
者

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は

窓
口
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
手
当

　
　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
合
支
援
資
金
貸
付

　
　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
訓
練
、
生
活
支
援
給
付

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

問
合
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

日　

時
▼
12
月
14
日
㈬
　

９
時
〜

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

広
場

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

各
種
お
知
ら
せ

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　

〜
考
え
よ
う
　

相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　

思
い
や
り
の
心
〜
」

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の

人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も

正
し
く
理
解
し
、
人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合

う
と
と
も
に
、「
相
手
の
気
持
ち
」
を
考
え
、

「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
で
は

平
日
は
毎
日
、
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
12
月
９
日
㈮

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館

相
談
員
▼
元
浄
公
昭

　
　
　
　

沖
永
保
之

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

●
常
設
人
権
相
談
所

時　

間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
平
日
）

場　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　
　
　
　

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
ー
35

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

住
居
・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

平
成
23
年
10
月
か
ら
求
職
者
支
援
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」



　

今
年
度
は
、
平
成
24
年
１
月
下
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
平
成
23

年
中
に
お
支
払
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険

料
・
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
証
明
す
る
も
の
で
、
確
定
申
告
の
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
に
添
付
す
る

書
類
で
す
。証
明
書
に
記
載
さ
れ
る
金
額
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た

だ
い
た
も
の
（
普
通
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

　

国
税
庁
は
、被
災
後
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

岩
手
県
と
宮
城
県
の
一
部
地
域
の
納
税
者
に

つ
い
て
、
国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の

期
限
の
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
地
域
は
、
岩
手
県
の
宮
古
市
、
大
船

渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
住
田
町
、

大
槌
町
、
山
田
町
の
７
市
町
村
、
そ
し
て
、

宮
城
県
の
気
仙
沼
市
、
多
賀
城
市
、
南
三
陸

町
の
３
市
町
村
で
す
。

　

対
象
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
国
税
の
申

告
・
納
付
等
期
限
は
、
平
成
23
年
12
月
15
日

㈭
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
の
管
轄
外
に

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
国
税
に
関
す
る

ご
相
談
等
は
最
寄
り
の
税
務
署
で
も
お
受
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
岩
国
税

務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を
受

診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

特
定
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
の
有
効
期
限
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
保
健
福
祉
課
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
来
は
加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
す
る
も

の
（
自
賠
責
保
険
な
ど
）
で
す
の
で
、
国
民

健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
替
払
い
を
し
、
後

日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
わ
れ
た
と
き
は
、
必

ず
保
健
福
祉
課
に
連
絡
し
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
給
付

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
保
健
福
祉
課
に
ご

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

12

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

確
定
申
告
用「
納
付
証
明
書
」

の
送
付
に
つ
い
て

連
絡
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

○
被
保
険
者
証

○
印
か
ん

○
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
の
も
の
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
猶
予
等
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を

全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の

受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
（
追
納
）
こ
と
が
出
来
ま
す
。

対
象
者
▼
10
年
以
内
に
、①
〜
④
の
免
除
等

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
。

①
全
額
免
除

②
一
部
納
付（
３
／
４
、半
額
、１
／
４
免
除
）

③
若
年
者
納
付
猶
予

④
学
生
納
付
特
例

※
免
除
、
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

に
追
納
を
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
す
る
場
合
に
は
、
先
に
経
過
し
た
月

の
分
か
ら
、
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７
　

内
線
４
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
へ

特
定
健
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
？

交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
る
と
き

は
届
出
が
必
要
で
す
。

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し

た
写
真
を
無
料
で
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の

方
（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

掲
載
写
真

差
し
上
げ
ま
す



　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤
で

あ
る
森
林
や
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を
深

め
る
た
め
、
毎
年
春
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご

臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
る
国
土
緑
化
推
進
運

動
の
中
心
的
行
事
で
す
。
県
で
は
、
56
年
ぶ

り
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
第
63
回
全
国
植

樹
祭
に
、
幅
広
い
世
代
か
ら
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
式
典
参
加
者
を

公
募
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
▼
平
成
24
年
５
月
27
日
㈰

会　

場
▼
山
口
市
阿
知
須
き
ら
ら
浜

内　

容
▼
式
典
行
事
、
植
樹
行
事
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
参
加
等

募
集
人
数
▼
約
６
，
５
０
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
資
格
▼
県
内
に
在
住
等
さ
れ
て
い
る
個

人
ま
た
は
家
族
・
グ
ル
ー
プ
等
の
団
体

※
満
18
歳
未
満
の
方
は
、
成
人
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

※
満
６
歳
未
満
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で
も

応
募
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

参
加
料
▼
無
料

応
募
方
法
▼
役
場
に
配
置
し
て
あ
る
「
第
63

回
全
国
植
樹
祭
公
募
申
込
ガ
イ
ド
」
付
属
の

専
用
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
第

63
回
全
国
植
樹
祭
山
口
県
実
行
委
員
会
事
務

局
へ
の
郵
送
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

応
募
締
切
▼
平
成
24
年
１
月
13
日
㈮

問
合
せ
▼
第
63
回
全
国
植
樹
祭
山
口
県
実
行

委
員
会
事
務
局
（
山
口
県
農
林
水
産
部
全
国

植
樹
祭
推
進
室
）

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
４
９
９
０
）

●
上
級
（
土
木
）

受
験
資
格
▼
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
四
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
24

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

募
集
人
数
▼
１
名

一
次
試
験
日
▼
平
成
24
年
１
月
15
日
㈰

場　

所
▼
岩
国
市
水
道
局

内　

容
▼
適
性
検
査
・
教
養
試
験
・
専
門
試
験

募
集
期
間
▼
12
月
１
日
〜
22
日
※
必
着

採
用
予
定
日
▼
平
成
24
年
４
月
１
日

※
交
替
勤
務
有
り

申
込
方
法
▼
所
定
の
履
歴
書
と
受
験
票
に
、

写
真
２
枚
（
縦
６
㎝
×
横
５
㎝
）
を
貼
付
し
、

卒
業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
直
接
、
岩
国
市
水
道

局
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
４
０
ー
０
０
２
２

岩
国
市
山
手
町
４
丁
目
４
ー
14

問
合
せ
▼
岩
国
市
水
道
局
総
務
課

（
☎
22
ー
３
７
１
１
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
よ
り
宝
く
じ
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
テ
ン
ト
５

張
、
テ
ニ
ス
用
ネ
ッ
ト
２
張
を
蜂
ヶ
峯
総
合

公
園
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
宝
く
じ
の
収
益
か

ら
助
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
地
域
交
流
の
輪

を
広
げ
る
行
事
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

13

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
に
自
治
宝
く
じ

助
成
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

第
63
回
全
国
植
樹
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０
１
２

式
典
参
加
者
募
集
中

　ケーブルテレビ『アイ・キャン』にご加入の皆さまはテレビ及び録画機器、ＳＴＢ等のチャンネルの「再
スキャン」もしくは「初期スキャン」を行うだけでご覧いただけます。ＳＴＢの「スキャン」に関しまして
は、取扱説明書もしくはアイ・キャンホームページをご参照ください。また、ご不明な点があれば（株）ア
イ・キャンまたはご購入の電器店まで相談、お問合せください。
　なお、現在地上デジタル１２２ｃｈで放送しております「和木チャンネル」は平成２４年１月中旬に放送を
停止させていただきますので、それまでに上記スキャン操作を済ませていただきますよう、お願いします。

問合せ （株）アイ・キャン（☎２２－５６７８）

11月より、地上デジタル11chを
　　新たに「和木チャンネル」として放送開始しました

岩
国
市
水
道
局
職
員
募
集

日　

時
▼
12
月
20
日
㈫

　
　
　
　

15
時
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
国
際
観
光

　
　
　
　

ホ
テ
ル
４
階

　
　
　
　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

講　

師
▼
独
立
行
政
法
人
　

海
上
災
害

防
止
セ
ン
タ
ー
　

防
災
部
部
長
　

萩
原

貴
浩
氏

※
過
去
、
数
々
の
海
上
災
害
事
故
対
応

を
経
験
さ
れ
、
最
近
で
は
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
発
生
し
た
「
コ
ス
モ
石

油
ガ
ス
タ
ン
ク
火
災
消
火
・
流
出
事

故
」
で
現
場
指
揮
を
執
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

演　

題
▼『
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

海
上
災
害
の
発
生
と
対
応
の

事
例
』

定　

員
▼
２
０
０
名
（
入
場
無
料
）

申
込
み
▼
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
岩
国
市
水

産
振
興
課
内
）

申
込
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
▼
12
月
12
日
㈪
※
消
印
有
効

問
合
せ
▼
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
岩
国
市
水

産
振
興
課
内
）

（
☎
29
ー
５
１
１
８
）

（
　

22
ー
２
８
６
６
）

Ｅ
メ
ー
ル
：suisan@

city.iw
akuni.

lg.jp 築
港
２
０
０
年
記
念
特
別
講
演
会

み
な
と
い
わ
く
に
２
０
０



高齢者の消費者被害

⑧和木町の魅力

　町内に居住する給与所得者が生活資金を一時的に必
要とする場合に、３０万円を限度として融資する制度
です。

　商工業の振興育成のため、一定条件を備えた商工業
者の経営に必要な運転資金を３００万円を限度として
融資する制度です。

　商工業の振興育成のため、一定条件を備えた商工業
者の経営を円滑にするために５００万円を限度として
融資する制度です。

　昭和５４年７月に北海道恵庭市と姉妹都市交流の締
結を行い、職員の交流を図るとともに、姉妹都市職員
研修派遣協定及び災害相互応援協定を締結しています。
近年は、児童・生徒や民間団体の交流も活発に行われ
ています。

　「平成の大合併」が全国的に推進され、３，０００を
超えていた市町村数が１，８００程度になりましたが、
和木町は単独町制の維持を選択しました。今後は、こ
れまで以上に、「ふるさと和木町」をいかに創りあげ
ていくかを行政と町民が協働して考えていくことが必
要となります。

　町内に２３の単位自治会が組織され、活発な自治会
活動が展開されています。年３回、自治会長さんと行
政の対話の場がもたれ、多方面にわたり情報交換が行
われています。

　２年に１度、町長が町内各集会所を訪れ、出前公聴
会を開催しています。町民の皆さまから、さまざまな
ご意見をいただき、町政に反映させるためのものです。
毎回、わきあいあいとした中で、色々なことについて
話し合っていただいています。

木町給与所得者生活資金貸付制度

工振興運転資金融資貸付金制度

工振興特別融資貸付金制度

海道恵庭市との姉妹都市交流

独町制維持を選択

発な自治会活動

前公聴会の開催

問合せ　中国税理士会税金相談センター
　　　　　　　　　 （☎０８２ー２４６ー００８８）

　販売業者が自宅を訪問したことや、
電話での販売勧誘を受けたことはあり
ませんか。独立行政法人国民生活セン
ターの調べによると、70歳以上の消
費者被害に関する相談では「１位．家
庭訪問販売、２位．電話勧誘販売」の相談が上位と
なっています。
　高齢者は自宅にいることが多いため、訪問販売や電
話勧誘販売を受けることが多くなります。また、一人
暮らしや家族の就労により、一人で対応することが多
いため、被害に遭いやすくなってしまいます。
　悪質業者は言葉巧みに不安をあおり、親切にして信
用させ、年金・貯蓄などの大切な財産を狙っています。
不安を感じることがあれば、一人で決めず、誰かに相
談することが大切です。地域包括支援センターでは、
不安を解決できるように相談を受け付けています。
　安心して在宅生活を送るために、お困りのことがあ
れば地域包括支援センター（☎52－2196）にご相談
ください。
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（写真提供：書道パフォーマンス甲子園実行委員会）

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

期
　
日
▼
10
月
９
日

場
　
所
▼
岩
国
高
等
学
校
広
瀬
分
校
グ
ラ
ウ

　
　
　
　

ン
ド

結
　
果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期
　
日
▼
11
月
６
日

場
　
所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

弓
道
競
技

期
　
日
▼
11
月
６
日

場
　
所
▼
県
弓
道
場

結
　
果
▼

●
近
的
競
技
【
団
体
の
部（
郡
部
）】

　

優　

勝

　
　

中
村
恭
二
・
中
村
明
美
・
片
岡
紀
子

　

第
３
位

　
　

竹
島
佳
宏
・
竹
本
秀
喜
・
藤
本
正
明

●
近
的
競
技
【
個
人
の
部
】

　

郡
部
男
子　

優　

勝　

竹
島
佳
宏

　
　
　
　
　
　

第
２
位　

中
村
恭
二

　

郡
部
女
子　

優　

勝　

片
岡
紀
子

　
　
　
　
　
　

第
２
位　

中
村
明
美

●
遠
的
競
技
【
個
人
の
部
】

　

郡
部
男
子　

優　

勝　

中
村
恭
二

　
　
　
　
　
　

第
２
位　

藤
本
正
明

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

竹
島
佳
宏

　

郡
部
女
子　

優　

勝　

片
岡
紀
子

　
　
　
　
　
　

第
２
位　

中
村
明
美

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

期
　
日
▼
11
月
６
日

場
　
所
▼
宇
部
マ
テ
〝
フ
レ
ッ
セ
ラ
〞

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

結
　
果
▼

●
男
子
Ｃ
級
【
団
体
の
部（
郡
部
）】

第
３
位　

和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

第
　
回
清
流
線
少
年
少
女
親
睦
球
技
大
会

30

山
口
県
体
育
大
会

第
1
回
灘
リ
ー
グ
会
長
旗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日　時　平成２４年１月７日（土）　９時開会
会　場　中学校体育館
【日　程】
　９時１０分～１０時
・五日市高校書道部の皆さんによる大書パ
フォーマンスの披露
１０時２０分～１１時４０分
・五日市高校の皆さんと和木小学生が共に書初め
※一般の方も２階から無料で見学できます。
※土足禁止につき、上履き、下足袋を持参してく
ださい。また、座布団、ひざ掛け等の防寒対策
は各自で行ってください。
問合せ　文化協会（総合コミュニティセンター内）

（☎５２－２１９１）

　全国高校書道パ
フォーマンス選手権大
会に４回出場し、優勝
経験もある広島県立
五日市高等学校書道
部の皆さんも参加！
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第第第
回回回141414

平成23年11月
18日㈮

※10kmは、制
限時間を設定し

ています　※小
3～中学生の部

は団体戦もあり
ます

蜂ヶ峯クロスカント
リー大会実行委員

会事務局（体育セン
ター内）TEL 082

7-52-2811

主　催／和木町
体育協会

主　管／蜂ヶ峯
クロスカントリ

ー大会実行委員
会

後　援／和木町
・和木町議会・

和木町教育委員
会・和木ゴルフ

倶楽部・読売新
聞西部本社・大

塚製薬㈱山口出
張所

協　賛／三井化
学㈱岩国大竹工

場・ＪＸ日鉱日
石エネルギー㈱

麻里布製油所・
日本大昭和板紙

㈱大竹工場

　　　　山口東
農業協同組合和

木支所・和木建
設協会・読売セ

ンター岩国東・
コカ・コーラウエ

スト㈱ベンディ
ング広島支店

　　　　山口県
東部ヤクルト販

売㈱・ネオス㈱
広島営業所・チ

ームはちがみね

期
　
日
▼
11
月
５
日
・
６
日

場
　
所
▼
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
周
南
総
合
ス

　
　
　
　

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼

●
60
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優　

勝　
　

吉
田
正
弘
・
田
中
博
美

●
60
歳
以
上
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　

第
３
位　
　

田
中
博
美
・
松
本
さ
な
江

日
　
時
▼
12
月
８
日
㈭　

13
時
30
分
〜

会
　
場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　
演
▼『
東
日
本
大
震
災
そ
の
現
場
』

　

第
17
普
通
科
連
隊
岡
本
秀
樹
第
１
中
隊
長
、

ま
た
、国
体
銃
剣
道
競
技
で
大
活
躍
し
た
先

鋒
藤
山
選
手
、中
堅
岩
切
選
手
も
来
町
し
感

想
や
思
い
出
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
和
木
大
学
生
以
外
も
ご
来
場
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

第
　
回
中
国
地
区
シ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

12

第14回蜂ヶ峯クロスカントリー大会開催
に伴う交通規制のお知らせ

　この大会より、これまで以上にクロス
カントリーの醍醐味を味わっていただけ
るように、大幅にコースを変更いたしま
した。
　コースを変更することにより、これま
で駐車場としておりました「グラウン
ド」が使用できなくなり、駐車場が混み
合うことが予想されます。
　つきましては、選手の皆さま並びに応
援・観客の皆さまは、下記のとおり、大
会用の臨時バスを運行いたしますので、
是非ともご利用いただきますようお願い
いたします。

■臨時バス運行時間
［和木町役場発］
　８：００　　　　　　　　　　会場行
　８：３０　　瀬田分館経由　　会場行
　９：０５　　瀬田分館経由　　会場行
　９：３５　　　　　　　　　　会場行
［和木駅発］
　８：００　　和木町役場経由　会場行
　８：３０　　和木町役場経由　会場行
　９：００　　　　　　　　　　会場行
　９：３０　　　　　　　　　　会場行

※会場発につきましては、蜂ヶ峯団地バ
スロータリーより、１１：３０から３０
分間隔で１４：３０まで、運行いたし
ます。（会場運行時間表でご確認くだ
さい。）

第14回蜂ヶ峯クロスカントリー大会開催
に伴う臨時バス運行のお知らせ

　大会開催に伴い蜂ヶ峯総合公園周辺の道路の一部を下記期
間中、通行止等の通行規制を行いますので、お知らせいたし
ます。
　周辺の皆さま、公園等をご利用の皆さまには、ご迷惑をお
かけいたしますが、ご協力いただきますようお願い申し上げ
ます。
■通行規制実施日時　平成24年１月９日（祝）
　　　　　　　　　　10時～13時
■通行規制区間　　　蜂ヶ峯総合公園管理棟前駐車場付近～
　　　　　　　　　　蜂ヶ峯ゴルフガーデン付近
　　　　　　　　　　※詳細は、下図参照
問合せ　体育センター（☎52-2811）

※色付き部分が交通規制区間

P
P

P

蜂ヶ峯団地

蜂ヶ峯総合公園

和木ゴルフ倶楽部和木ゴルフ倶楽部

クラブハウス

バラ園

テニスコート

グ
ラ
ウ
ン
ド

蜂ヶ峯
ゴルフガーデン

第
8
回
和
木
大
学
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

岡
野
八
重
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

匿
名　
　
　
　
　

 　（
瀬
田
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

本
家
　
　
好
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

村
上
　
庄
市
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

大
友　
　

勝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

中
岡　

庭
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

匿
名　
　
　
　
　
　
（
和
木
地
区
）

給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
つ
く
し
会
」
様

和
木
俳
句
教
室
句
会

国
体
に
集
い
し
諸
人
東
北
へ

　

秋
風
に
の
せ
笑
顔
届
け
む

返
ら
ざ
る
川
の
流
れ
を
佇
ち
て
見
る

　

久
し
く
あ
わ
ぬ
友
に
逢
い
た
し

久
々
に
楽
し
み
待
ち
し
子
ど
も
ら
の

　

ハ
ッ
ピ
姿
も
あ
い
ら
し
御
輿　

御
幣
な
き
わ
が
家
を
照
ら
す
御
灯
明

　

笑
顔
で
眺
め
し
母
の
目
で
見
つ

畑
の
辺
の
コ
ス
モ
ス
の
群
れ
咲
き
ゆ
る
る

　

や
さ
し
き
風
に
心
な
ご
み
ぬ

登
り
た
る
峡
の
青
さ
や
紅
葉
晴

酒
好
き
の
や
か
ら
揃
ひ
て
納
豆
汁

小
春
日
の
丸
太
に
あ
そ
ぶ
鴉
二
羽

柿
た
わ
わ
猫
背
の
夫
が
手
繰
り
寄
せ

文
化
の
日
ほ
っ
句
の
友
と
一
日
過
ぐ

秋
麗
ら
白
き
靴
ひ
も
締
め
な
ほ
し

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
手
口
は
巧
妙
で
す
！

・
活
水
器
の
販
売
で
あ
る
こ
と
を
告

げ
て
い
ま
せ
ん
。

・
健
康
に
良
い
水
が
飲
め
る
と
言
葉

巧
み
に
売
り
込
み
ま
す
。

・
断
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
勝

手
に
活
水
器
を
設
置
し
て
強
引
に

契
約
さ
せ
ま
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

・
訪
問
販
売
の
場
合
は
、
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
を
含
む
８
日
間

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。
活
水
器
を
使
用
し
て
い
て

も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま

す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
も

・
事
実
で
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、

そ
れ
を
信
用
し
て
契
約
し
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
断
っ
て
い
る
の

に
帰
っ
て
く
れ
ず
仕
方
な
く
契
約

し
た
場
合
は
、
売
買
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
相
　
談
】

　

健
康
に
良
い
水
の
話
を
し
た
い
と

電
話
が
あ
り
、
業
者
が
訪
問
し
て
き

た
。
水
道
管
に
取
り
付
け
る
だ
け
で

不
純
物
を
取
り
除
き
、
美
味
し
く
て

健
康
に
良
い
水
に
す
る
磁
気
活
水
器

だ
と
熱
心
に
勧
め
ら
れ
た
。
購
入
す

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
断
っ
た

が
、
勝
手
に
取
り
付
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
仕
方
な
く
12
回
払
い
の
個

別
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
契
約
し
た
。
し
ば

ら
く
使
っ
て
み
た
が
効
果
が
あ
る
と

は
思
え
ず
、
高
額
で
支
払
い
を
続
け

る
こ
と
も
苦
し
い
の
で
解
約
し
た
い
。

今月の納税

　今月の口座振替日は１２月２６日（月）と
なりますので、ご注意ください。

問合せ ▼税務課（

３期分
１２月分
６期分
６期分
６期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 78

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
11
月
句
会
）

大
野　

千
尋

正
中
ツ
ヤ
子

広
宇
次
信
子

横
川
美
代
子

森
本　

初
子

も
ろ
び
と

か
え

た た

ぐ

ご
へ
い

み
こ
し

へ
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　社会福祉協議会が設置している「アルミ缶回収ボックス」に、空き缶や弁当ガラなどのごみの
不法投棄が後を絶ちません。アルミ缶回収ボックスにはアルミ缶以外のごみを捨てないよう、お
願いいたします。
　なお、不法投棄を見掛けたら、警察または役場に通報してください。
　今後も、きれいなまちづくりにご協力をお願いいたします。
※不法投棄者に対しては、岩国警察署等と協力して対応いたします。また、通報者に関する情報
につきましては、秘密を厳守いたします。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、環境に関する様々な事業を展開しており、
平成22年度からは家庭から出る生ごみの減量化及び堆肥化を行うダンボールコンポスター
の普及活動及び斡旋販売を開始し、町内のごみ減量化にも力を注いでいるところです。
　そこで本会議では、町民のごみ減量化やリサイクルに関する意識を高めること、環境美
化推進への啓発を図るため、ポスター及び標語を募集します。

◆募集内容　　ごみ減量化、リサイクル、環境美化に関するポスター、標語
◆応募方法　　・ポスター（４つ切りサイズ）
　　　　　　　・標語（400字詰め原稿用紙またはＡ４用紙）
◆応募資格　　町内に在住している方
◆応募上の注意点
・応募点数に限りはありません。未発表のオリジナル作品に限ります。
・作品に学年、氏名（児童、生徒、学生の場合）、または住所、氏名を明記してください。

◆締め切り　　平成24年１月13日（金）まで
◆応募先　　　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局（住民サービス課内）
◆賞　　　　　最優秀賞　ポスター、標語各１点
　　　　　　　優秀賞　　ポスター、標語各１点
　　　　　　　入選　　　ポスター、標語各３点以内
◆表彰　　　　最優秀賞　賞状及び記念品贈呈（図書カード５千円分）
　　　　　　　優秀賞　　賞状及び記念品贈呈（図書カード３千円分）
　　　　　　　入選　　　賞状及び記念品贈呈（図書カード１千円分）
◆その他　　　最優秀作品（ポスター）は「和木町家庭ごみ収集カレンダー」の表紙に活用さ

せていただきます。その際、氏名、学年などを表示することがありますの
で、ご了承ください。

　　　　　　　入選作品の著作権は主催者に帰属し、応募作品の返却はいたしません。
◆問合せ　　　住民サービス課（☎52－2194）
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男　3,299人
（－6）

女　3,293人
（－3）

平成23年11月1日現在
総人口　6,592人

世帯数　2,774世帯

和木町の面積　10.56km

（－9）

（＋5）

1 4
16

67
85

136
186
183
200

189

212

199
195

125
147
159

178
185

239

151

204
233

4
18

50
92

120
164
162

251
264

164

213
236
222
230
221

188
198
180
160

151

日　時　１２月１０日（土）
　　　　１８時～２０時３０分
場　所　文化会館ホール
入場料　無料
主　催　文化協会ロック部
問合せ　文化協会（☎５２-２１９１）

▼
▼

▼
▼

▼

バンドからの

お楽しみ

プレゼントが当たる

抽選会あり！

●
和
木
町
役
場

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

●
文
化
会
館

　

12
月
25
日
㈰
〜
１
月
４
日
㈬

※

教
育
委
員
会
事
務
局
は

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

　

12
月
25
日
㈰
〜
１
月
４
日
㈬

●
図
書
館

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
４
日
㈬

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　

12
月
28
日
㈬
〜
１
月
４
日
㈬

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

●
総
合
福
祉
会
館

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
３
日
㈫

●
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
１
日
㈰

年
末
年
始
の
休
み

年
末
年
始
の
休
み

会　　場　文化会館
出演団体　琴庄神楽団、大塚神楽団、中川戸神楽団、上河内
　　　　　神楽団、川北神楽団、横田神楽団（出演順未定）
入 場 券　全席指定
　　　　　ＳＳ席：５，０００円　　Ｓ席：４，０００円
　　　　　　Ａ席：３，５００円　　Ｂ席：２，５００円
　●販売開始日　１２月１２日（月）　９時～
　●販売箇所　　総合コミュニティセンター
問 合 せ　文化協会（総合コミュニティセンター内）

（☎５２－２１９１）

平成24年

12時～18時
2/5㈰

募集人員　１名
契約期間　平成２４年４月１日から１年間
　　　　　（６５歳まで延長の場合あり）
勤　　務　（月～金）１７時１５分～２１時１５分
　　　　　※休日を除く
　　　　 （　日　）８時３０分～１７時１５分
　　　　 （土・休）８時３０分～２１時１５分
賃　　金　（月～金）３，８００円
　　　　 （　日　）５，６００円
　　　　 （土・休）９，４００円
応募条件　６３歳以下で町内在住の方
申 込 み　履歴書を体育センター窓口に提出
募集期間　１２月１２日（月）～１月２０日（金）
　※期間厳守
　※１２月２８日（水）～１月４日（水）は、休館
決定方法　面接
　※面接の日程は、後日、連絡
　※応募多数の場合、書類選考を実施
問 合 せ　体育センター（☎５２－２８１１）

和木町体育センター
管理委託業務者募集
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